
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに異なる方式及び／又はパラメータの電子透かし処理により、複数の種類の著作権
情報を原信号に重畳する複数のエンコーダと、上記複数のエンコーダにより複数の種類の
著作権情報が重畳された原信号を、伝送媒体を介して送信し又は記録媒体に対して記録す
る送信又は記録手段とを備える送信及び／又は記録装置
　

ことを特徴とする送信
及び／又は記録装置。
【請求項２】
　  

ことを特徴とする請
求項１に記載の送信及び／又は記録装置。
【請求項３】
　上記第１のエンコーダは、

原信号に
重畳することを特徴とする請求項２に記載の送信及び／又は記録装置。
【請求項４】
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であって、
上記複数のエンコーダは、原信号に著作権保護制御情報を重畳する第１のエンコーダと

、原信号に著作権付加情報を重畳する第２のエンコーダとからなる

上記第１のエンコーダは、情報の内容に応じて互いに異なる方式及び／又はパラメー
タの電子透かし処理により、著作権保護制御情報を原信号に重畳する

著作権保護制御情報の内の少なくとも複製不可情報を、他の
著作権保護制御情報と異なる方式及び／又はパラメータの電子透かし処理により

互いに異なる方式又はパラメータの電子透かし処理により、複数の種類の著作権情報を
原信号に重畳するエンコーダと、上記エンコーダにより複数の種類の著作権情報が重畳さ



　

【請求項５】
　

　

【請求項６】
　

【請求項７】
　

【請求項８】
　

　

【請求項９】
　

　

【請求項１０】
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れた原信号を、伝送媒体を介して送信し又は記録媒体に対して記録する送信又は記録手段
とを備える送信及び／又は記録装置であって、

上記複数のエンコーダは、原信号に著作権保護制御情報を重畳する第１のエンコーダと
、原信号に著作権付加情報を重畳する第２のエンコーダとからなることを特徴とする送信
及び／又は記録装置。

互いに異なる方式及び／又はパラメータの電子透かし処理により複数の種類の著作権情
報を重畳した原信号を、伝送媒体を介して受信し又は記録媒体から再生する受信又は再生
手段と、上記受信又は再生手段により受信又は再生した信号から、１つの著作権情報を、
この１つの著作権情報が重畳された方式及び／又はパラメータの電子透かし処理に対応す
る処理により検出するデコーダとを備える受信及び／又は再生装置であって、

上記デコーダは、著作権保護制御情報を、この著作権保護制御情報が重畳された方式及
び／又はパラメータの電子透かし処理に対応する処理により検出することを特徴とする記
載の受信及び／又は再生装置。

上記デコーダは、情報の内容に応じて互いに異なる方式及び／又はパラメータの電子透
かし処理により重畳された著作権保護制御情報を、この著作権保護制御情報が重畳された
方式及び／又はパラメータの電子透かし処理に対応する処理により検出することを特徴と
する請求項５に記載の受信及び／又は再生装置。

上記デコーダは、他の著作権保護制御情報と異なる方式及び／又はパラメータの電子透
かし処理により重畳された複製不可情報を、この複製不可情報が重畳された方式及び／又
はパラメータの電子透かし処理に対応する処理により検出することを特徴とする請求項６
に記載の受信及び／又は再生装置。

互いに異なる方式及び／又はパラメータの電子透かし処理により複数の種類の著作権情
報を重畳した原信号を、伝送媒体を介して受信し又は記録媒体から再生する受信又は再生
手段と、上記受信又は再生手段により受信又は再生した信号から、１つの著作権情報を、
この１つの著作権情報が重畳された方式及び／又はパラメータの電子透かし処理に対応す
る処理により検出するデコーダとを備える受信及び／又は再生装置であって、

上記デコーダは、著作権付加情報を、この著作権付加情報が重畳された方式及び／又は
パラメータの電子透かし処理に対応する処理により検出することを特徴とする受信及び／
又は再生装置。

互いに異なる方式及び／又はパラメータの電子透かし処理により複数の種類の著作権情
報を重畳した原信号を、伝送媒体を介して受信し又は記録媒体から再生する受信又は再生
手段と、上記受信又は再生手段により受信又は再生した信号から、１つの著作権情報を、
この１つの著作権情報が重畳された方式及び／又はパラメータの電子透かし処理に対応す
る処理により検出するデコーダとを備える受信及び／又は再生装置であって、

上記デコーダは、著作権保護制御情報を、この著作権保護制御情報が重畳された方式及
び／又はパラメータの電子透かし処理に対応する処理により検出する第１のデコーダと、
著作権付加情報を、この著作権付加情報が重畳された方式及び／又はパラメータの電子透
かし処理に対応する処理により検出する第２のデコーダとからなることを特徴とする受信
及び／又は再生装置。

互いに異なる方式及び／又はパラメータの電子透かし処理により、複数の種類の著作権
情報を原信号に重畳する複数のエンコーダと、上記複数のエンコーダにより複数の種類の
著作権情報が重畳された原信号を、伝送媒体を介して送信し又は記録媒体に対して記録す
る送信又は記録手段と、互いに異なる方式及び／又はパラメータの電子透かし処理により
複数の種類の著作権情報を重畳した原信号を、伝送媒体を介して受信し又は記録媒体から



　

【請求項１１】
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再生する受信又は再生手段と、上記受信又は再生手段により受信又は再生した信号から、
１つの著作権情報を、この１つの著作権情報が重畳された方式及び／又はパラメータの電
子透かし処理に対応する処理により検出するデコーダとを備える送受信／記録再生装置で
あって、

上記複数のエンコーダは、原信号に著作権保護制御情報を重畳する第１のエンコーダと
、原信号に著作権付加情報を重畳する第２のエンコーダとからなることを特徴とする送受
信／記録再生装置。

上記第１のエンコーダは、情報の内容に応じて互いに異なる方式及び／又はパラメータ
の電子透かし処理により、著作権保護制御情報を原信号に重畳することを特徴とする請求
項１０に記載の送受信／記録再生装置。

上記第１のエンコーダは、著作権保護制御情報の内の少なくとも複製不可情報を、他の
著作権保護制御情報と異なる方式及び／又はパラメータの電子透かし処理により原信号に
重畳することを特徴とする請求項１１に記載の送受信／記録再生装置。

互いに異なる方式及び／又はパラメータの電子透かし処理により、複数の種類の著作権
情報を原信号に重畳する複数のエンコーダと、上記複数のエンコーダにより複数の種類の
著作権情報が重畳された原信号を、伝送媒体を介して送信し又は記録媒体に対して記録す
る送信又は記録手段と、互いに異なる方式及び／又はパラメータの電子透かし処理により
複数の種類の著作権情報を重畳した原信号を、伝送媒体を介して受信し又は記録媒体から
再生する受信又は再生手段と、上記受信又は再生手段により受信又は再生した信号から、
１つの著作権情報を、この１つの著作権情報が重畳された方式及び／又はパラメータの電
子透かし処理に対応する処理により検出するデコーダとを備える送受信／記録再生装置で
あって、

上記デコーダは、著作権保護制御情報を、この著作権保護制御情報が重畳された方式及
び／又はパラメータの電子透かし処理に対応する処理により検出することを特徴とする送
受信／記録再生装置。

上記デコーダは、情報の内容に応じて互いに異なる方式及び／又はパラメータの電子透
かし処理により重畳された著作権保護制御情報を、この著作権保護制御情報が重畳された
方式及び／又はパラメータの電子透かし処理に対応する処理により検出することを特徴と
する請求項１３に記載の送受信／記録再生装置。

上記デコーダは、他の著作権保護制御情報と異なる方式及び／又はパラメータの電子透
かし処理により重畳された複製不可情報を、この複製不可情報が重畳された方式及び／又
はパラメータの電子透かし処理に対応する処理により検出することを特徴とする請求項１
４に記載の送受信／記録再生装置。

互いに異なる方式及び／又はパラメータの電子透かし処理により、複数の種類の著作権
情報を原信号に重畳する複数のエンコーダと、上記複数のエンコーダにより複数の種類の
著作権情報が重畳された原信号を、伝送媒体を介して送信し又は記録媒体に対して記録す
る送信又は記録手段と、互いに異なる方式及び／又はパラメータの電子透かし処理により
複数の種類の著作権情報を重畳した原信号を、伝送媒体を介して受信し又は記録媒体から
再生する受信又は再生手段と、上記受信又は再生手段により受信又は再生した信号から、
１つの著作権情報を、この１つの著作権情報が重畳された方式及び／又はパラメータの電
子透かし処理に対応する処理により検出するデコーダとを備える送受信／記録再生装置で
あって、

上記デコーダは、著作権付加情報を、この著作権付加情報が重畳された方式及び／又は
パラメータの電子透かし処理に対応する処理により検出することを特徴とする送受信／記
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録再生装置。

互いに異なる方式及び／又はパラメータの電子透かし処理により、複数の種類の著作権
情報を原信号に重畳する複数のエンコーダと、上記複数のエンコーダにより複数の種類の
著作権情報が重畳された原信号を、伝送媒体を介して送信し又は記録媒体に対して記録す
る送信又は記録手段と、互いに異なる方式及び／又はパラメータの電子透かし処理により
複数の種類の著作権情報を重畳した原信号を、伝送媒体を介して受信し又は記録媒体から
再生する受信又は再生手段と、上記受信又は再生手段により受信又は再生した信号から、
１つの著作権情報を、この１つの著作権情報が重畳された方式及び／又はパラメータの電
子透かし処理に対応する処理により検出するデコーダとを備える送受信／記録再生装置で
あって、

上記デコーダは、著作権保護制御情報を、この著作権保護制御情報が重畳された方式及
び／又はパラメータの電子透かし処理に対応する処理により検出する第１のデコーダと、
著作権付加情報を、この著作権付加情報が重畳された方式及び／又はパラメータの電子透
かし処理に対応する処理により検出する第２のデコーダとからなることを特徴とする送受
信／記録再生装置。

互いに異なる方式又はパラメータの電子透かし処理により、複数の種類の著作権情報を
原信号に重畳するエンコーダと、上記エンコーダにより複数の種類の著作権情報が重畳さ
れた原信号を、伝送媒体を介して送信し又は記録媒体に対して記録する送信又は記録手段
と、互いに異なる方式又はパラメータの電子透かし処理により複数の種類の著作権情報を
重畳した原信号を、伝送媒体を介して受信し又は記録媒体から再生する受信又は再生手段
と、上記受信又は再生手段により受信又は再生した信号から、１つの著作権情報を、この
１つの著作権情報が重畳された方式又はパラメータの電子透かし処理に対応する処理によ
り検出するデコーダとを備える送受信／記録再生装置であって、

上記複数のエンコーダは、原信号に著作権保護制御情報を重畳する第１のエンコーダと
、原信号に著作権付加情報を重畳する第２のエンコーダとからなることを特徴とする送受
信／記録再生装置。

互いに異なる方式又はパラメータの電子透かし処理により、複数の種類の著作権情報を
原信号に重畳するエンコーダと、上記エンコーダにより複数の種類の著作権情報が重畳さ
れた原信号を、伝送媒体を介して送信し又は記録媒体に対して記録する送信又は記録手段
と、互いに異なる方式又はパラメータの電子透かし処理により複数の種類の著作権情報を
重畳した原信号を、伝送媒体を介して受信し又は記録媒体から再生する受信又は再生手段
と、上記受信又は再生手段により受信又は再生した信号から、１つの著作権情報を、この
１つの著作権情報が重畳された方式又はパラメータの電子透かし処理に対応する処理によ
り検出するデコーダとを備える送受信／記録再生装置であって、

上記デコーダは、著作権保護制御情報を、この著作権保護制御情報が重畳された方式及
び／又はパラメータの電子透かし処理に対応する処理により検出することを特徴とする記
載の送受信／記録再生装置。

互いに異なる方式及び／又はパラメータの電子透かし処理により、複数の種類の著作権
情報を原信号に重畳する複数のエンコーダと、上記複数のエンコーダにより複数の種類の
著作権情報が重畳された原信号を、伝送媒体を介して送信する送信手段とを備える送信装
置と、上記送信装置から送信される複数の種類の著作権情報を重畳した原信号を、伝送媒
体を介して受信する受信手段と、上記受信手段により受信した信号から、１つの著作権情
報を、この１つの著作権情報が重畳された方式及び／又はパラメータの電子透かし処理に
対応する処理により検出するデコーダとを備える受信装置とからなる送受信システムであ
って、

上記送信装置の複数のエンコーダは、原信号に著作権保護制御情報を重畳する第１のエ
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ンコーダと、原信号に著作権付加情報を重畳する第２のエンコーダとを有することを特徴
とする送受信システム。

上記第１のエンコーダは、情報の内容に応じて互いに異なる方式及び／又はパラメータの
電子透かし処理により、著作権保護制御情報を原信号に重畳することを特徴とする請求項
２０に記載の送受信システム。

上記第１のエンコーダは、著作権保護制御情報の内の少なくとも複製不可情報を、他の
著作権保護制御情報と異なる方式及び／又はパラメータの電子透かし処理により原信号に
重畳することを特徴とする請求項２１に記載の送受信システム。

上記受信装置のデコーダは、著作権保護制御情報を、上記第１のエンコーダに対応する処
理により検出することを特徴とする請求項２０に記載の送受信システム。

上記受信装置のデコーダは、情報の内容に応じて互いに異なる方式及び／又はパラメー
タの電子透かし処理により重畳された著作権保護制御情報を、この著作権保護制御情報が
重畳された方式及び／又はパラメータの電子透かし処理に対応する処理により検出するこ
とを特徴とする請求項２２に記載の送受信システム。

上記デコーダは、他の著作権保護制御情報と異なる方式及び／又はパラメータの電子透
かし処理により重畳された複製不可情報を、この複製不可情報が重畳された方式及び／又
はパラメータの電子透かし処理に対応する処理により検出することを特徴とする請求項２
４に記載の送受信システム。

上記受信装置のデコーダは、著作権付加情報を、上記第２のエンコーダに対応する処理
により検出することを特徴とする請求項２０に記載の送受信システム。

上記受信装置のデコーダは、著作権保護制御情報を、上記第１のエンコーダに対応する
処理により検出する第１のデコーダと、著作権付加情報を、上記第２のエンコーダに対応
する処理により検出する第２のデコーダとを有することを特徴とする請求項２０に記載の
送受信システム。

互いに異なる方式又はパラメータの電子透かし処理により、複数の種類の著作権情報を
原信号に重畳するエンコーダと、上記エンコーダにより複数の種類の著作権情報が重畳さ
れた原信号を、伝送媒体を介して送信する送信手段とを備える送信装置と、上記送信装置
から送信される複数の種類の著作権情報を重畳した原信号を、伝送媒体を介して受信する
受信手段と、上記受信手段により受信した信号から、１つの著作権情報を、この１つの著
作権情報が重畳された方式及び／又はパラメータの電子透かし処理に対応する処理により
検出するデコーダとを備える受信装置とからなる送受信システムであって、

上記複数のエンコーダは、原信号に著作権保護制御情報を重畳する第１のエンコーダと
、原信号に著作権付加情報を重畳する第２のエンコーダとからなることを特徴とする送受
信システム。

互いに異なる方式又はパラメータの電子透かし処理により、複数の種類の著作権情報を
原信号に重畳するエンコーダと、上記エンコーダにより複数の種類の著作権情報が重畳さ
れた原信号を、伝送媒体を介して送信する送信手段とを備える送信装置と、上記送信装置
から送信される複数の種類の著作権情報を重畳した原信号を、伝送媒体を介して受信する
受信手段と、上記受信手段により受信した信号から、１つの著作権情報を、この１つの著
作権情報が重畳された方式及び／又はパラメータの電子透かし処理に対応する処理により
検出するデコーダとを備える受信装置とからなる送受信システムであって、



　

【請求項３０】
　

　

【請求項３１】
　

【請求項３２】
　

【請求項３３】
　

　

【請求項３４】
　

【請求項３５】
　

【請求項３６】
　

　

【請求項３７】
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上記デコーダは、著作権保護制御情報を、この著作権保護制御情報が重畳された方式及
び／又はパラメータの電子透かし処理に対応する処理により検出することを特徴とする送
受信システム。

互いに異なる方式及び／又はパラメータの電子透かし処理により、複数の種類の著作権
情報を原信号に重畳し、複数の種類の著作権情報が重畳された原信号を、伝送媒体を介し
て送信し又は記録媒体に対して記録する送信及び／又は記録方法であって、

著作権保護制御情報を原信号に重畳し、上記著作権保護制御情報と異なる方式及び／又
はパラメータにより、著作権付加情報を原信号に重畳することを特徴とする送信及び／又
は記録方法。

情報の内容に応じて互いに異なる方式及び／又はパラメータの電子透かし処理により、
著作権保護制御情報を原信号に重畳することを特徴とする請求項３０に記載の送信及び／
又は記録方法。

著作権保護制御情報の内の少なくとも複製不可情報を、他の著作権保護制御情報と異な
る方式及び／又はパラメータの電子透かし処理により原信号に重畳することを特徴とする
請求項３１に記載の送信及び／又は記録方法。

互いに異なる方式及び／又はパラメータの電子透かし処理により複数の種類の著作権情
報を重畳した原信号を、伝送媒体を介して受信し又は記録媒体から再生し、受信又は再生
した上記信号から、１つの著作権情報を、この１つの著作権情報が重畳された方式及び／
又はパラメータの電子透かし処理に対応する処理により検出する受信及び／又は再生方法
であって、

著作権保護制御情報を、この著作権保護制御情報が重畳された方式及び／又はパラメー
タの電子透かし処理に対応する処理により検出することを特徴とする受信及び／又は再生
方法。

情報の内容に応じて互いに異なる方式及び／又はパラメータの電子透かし処理により重
畳された著作権保護制御情報を、この著作権保護制御情報が重畳された方式及び／又はパ
ラメータの電子透かし処理に対応する処理により検出することを特徴とする請求項３３に
記載の受信及び／又は再生方法。

他の著作権保護制御情報と異なる方式及び／又はパラメータの電子透かし処理により重
畳された複製不可情報を、この複製不可情報が重畳された方式及び／又はパラメータの電
子透かし処理に対応する処理により検出することを特徴とする請求項３４に記載の受信及
び／又は再生方法。

互いに異なる方式及び／又はパラメータの電子透かし処理により複数の種類の著作権情
報を重畳した原信号を、伝送媒体を介して受信し又は記録媒体から再生し、受信又は再生
した上記信号から、１つの著作権情報を、この１つの著作権情報が重畳された方式及び／
又はパラメータの電子透かし処理に対応する処理により検出する受信及び／又は再生方法
であって、

著作権付加情報を、この著作権付加情報が重畳された方式及び／又はパラメータの電子
透かし処理に対応する処理により検出することを特徴とする受信及び／又は再生方法。

互いに異なる方式及び／又はパラメータの電子透かし処理により複数の種類の著作権情
報を重畳した原信号を、伝送媒体を介して受信し又は記録媒体から再生し、受信又は再生
した上記信号から、１つの著作権情報を、この１つの著作権情報が重畳された方式及び／
又はパラメータの電子透かし処理に対応する処理により検出する受信及び／又は再生方法



　

【請求項３８】
　

　

【請求項３９】
　

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、音楽データや画像データ等に対する著作権情報の付加や、この著作権情報に基
づく制御を行う送信及び／又は記録装置、受信及び／又は再生装置、送受信／記録再生装
置、送受信システム、送信及び／又は記録方法、受信及び／又は再生方法、伝送方法に関
し、また、著作権情報が付加された音楽データや画像データ等が記録された記録媒体に関
する。
【０００２】
【従来の技術】
従来より、記録媒体に格納されて提供され或いはネットワークを伝送媒体として提供され
る音楽データや画像データ等には、不正コピー等の防止のための著作権情報が付加されて
いる場合がある。
【０００３】
このような音楽データや画像データ等の著作権情報には、例えば、著作権保護制御情報や
著作権付加情報等がある。
【０００４】
著作権保護制御情報は、記録媒体上に記録され或いは伝送される音楽データや画像データ
等が、コピー可能であるか、１回だけコピー可能であるか、コピーの続行が不可であるか
、コピーが不可であるか等を表す、例えば２ビットの情報である。つまり、この著作権保
護制御情報は、この情報が記録された記録媒体を再生するドライブに対し、制御情報を与
えるものである。例えば、このような著作権保護制御情報を再生したドライブでは、この
著作権保護制御情報に基づき、再生した音楽データや画像データ等の出力の停止や、コピ
ー動作の停止の制御を行う。
【０００５】
著作権付加情報は、例えば記録媒体上に記録され或いは伝送される音楽データや画像デー
タ等の原典は何か、この音楽データや画像データ等がいずれの機械により記録されたか、
または、いずれのユーザにより記録されたか等を示す情報である。つまり、著作権付加情
報は、音楽データや画像データ等の所属、履歴、証拠等を示すものである。この著作権付
加情報の一例としては、例えばコンパクトディスクのフォーマットにおけるＩＳＲＣ（ In
ternational Standard Recording Code）がある。このＩＳＲＣは、楽曲毎にユニークな
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であって、
著作権保護制御情報を、この著作権保護制御情報が重畳された方式及び／又はパラメー

タの電子透かし処理に対応する処理により検出し、著作権付加情報を、この著作権付加情
報が重畳された方式及び／又はパラメータの電子透かし処理に対応する処理により検出す
ることを特徴とする受信及び／又は再生方法。

互いに異なる方式及び／又はパラメータの電子透かし処理により複数の種類の著作権情
報を原信号に重畳し、複数の種類の著作権情報が重畳された上記原信号を、伝送媒体を介
して送信し、送信された複数の種類の著作権情報を重畳した原信号を、伝送媒体を介して
受信し、受信した上記信号から、１つの著作権情報を、この１つの著作権情報が重畳され
た方式及び／又はパラメータの電子透かし処理に対応する処理により検出する伝送方法で
あって、

上記複数の種類の著作権情報として上記原信号に著作権保護制御情報と著作権付加情報
を重畳することを特徴とする伝送方法。

互いに異なる方式及び／又はパラメータの電子透かし処理により、複数の種類の著作権
情報を重畳した原信号を記録した記録媒体であって、
互いに異なる方式及び／又はパラメータの電子透かし処理により、著作権保護制御情報と
著作権付加情報を重畳した原信号を記録したことを特徴とする記録媒体。



約６０ビットのコードである。このようなＩＳＲＣは、例えば、音楽データや画像データ
等の著作権者や提供者が、不正コピー等により生成された音楽データ等から著作権付加情
報を読み出し、読み出したこの著作権付加情報をこの不正コピーにより生成された音楽デ
ータ等の原典を証明するためなどに用いることが検討されている。
【０００６】
また、近年、インターネットやＡＶ（ Audio Visual）機器のデジタル化が進んだことから
、デジタルコンテンツを流通させる手段が急増している。これに伴い、近年、音声データ
や画像データ等のデジタルコンテンツの不正コピーが問題となっている。こうしたデジタ
ルコンテンツの不正コピー防止策として、電子透かし（ Watermark）処理により、上述し
た著作権情報を埋め込む方法が提案されている。
【０００７】
　電子透かし処理とは、音声データや画像データに存在する人間の知覚上の重要でない部
分、すなわち音楽や映像に対して冗長でない部分に、 情報を埋
め込む処理である。このような電子透かし処理を用いて著作権情報が埋め込まれた音楽デ
ータや画像データ等は、埋め込んだ著作権情報が除去しにくく、フィルタリング処理やデ
ータ圧縮処理をした後もこの著作権情報を取り出すことができる。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、上述した著作権保護制御情報は、例えば音楽データにおいては１０秒に１回程
度の転送速度で付加されている必要があるとされている。そして、この著作権保護制御情
報は、新たなメディアが普及した場合にも不正コピー等の防止ができるように、電子透か
し処理を用いてより速い転送速度で埋め込まれることが望まれている。
【０００９】
また、著作権付加情報は、例えばコンパクトディスクにおいては約６０ビット程度のデー
タとして埋め込まれている。そして、この著作付加情報は、新たなメディアが普及した場
合にも不正コピー等の防止ができるように、電子透かし処理を用いてより多くの情報量が
埋め込まれることが望まれている。
【００１０】
しかしながら、このような著作権保護制御情報や著作権付加情報は、従来においては１つ
の著作権情報として取り扱われており、例えば、１つのエンコーダを用いてそれぞれが原
信号に重畳されていた。従って、電子透かし処理によりこの著作権情報が重畳された音楽
データや画像データ等では、著作権情報の転送速度や情報量が増やされることによって、
以下のような問題があった。
【００１１】
すなわち、音楽データや画像データ等は、電子透かし処理により重畳される著作権情報の
転送速度や情報量を増やすと、音質の劣化や画質の劣化が進んでしまうといった問題があ
った。
【００１２】
また、音楽データや画像データ等は、電子透かし処理により重畳される著作権情報の転送
速度や情報量を増やすと、ロバストネスが悪化してしまうといった問題があった。
【００１３】
また、音楽データや画像データ等は、電子透かし処理により重畳される著作権情報の転送
速度や情報量を増やすと、例えばカギデータが少なくなってしまいセキュリティーに問題
があった。
【００１４】
また、音楽データや画像データ等は、電子透かし処理により重畳される著作権情報の転送
速度や情報量を増やすと、エンコーダやデコーダの構成が複雑となり、コストが高くなっ
てしまうといった問題があった。
【００１５】
本発明は、以上の問題を解決する送信及び／又は記録装置、受信及び／又は再生装置、送
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人間が知覚できないように



受信／記録再生装置、送受信システム、送信及び／又は記録方法、受信及び／又は再生方
法、伝送方法、並びに、記録媒体を提供することを目的とする。
【００１６】
【課題を解決するための手段】
　上述の課題を解決するために、本発明は、互いに異なる方式及び／又はパラメータの電
子透かし処理により、複数の種類の著作権情報を原信号に重畳する複数のエンコーダと、
上記複数のエンコーダにより複数の種類の著作権情報が重畳された原信号を、伝送媒体を
介して送信し又は記録媒体に対して記録する送信又は記録手段とを備える送信及び／又は
記録装置であって、上記複数のエンコーダは、原信号に著作権保護制御情報を重畳する第
１のエンコーダと、原信号に著作権付加情報を重畳する第２のエンコーダとからなること
を特徴とする。
【００１７】
　この送信及び／又は記録装置において、上記第１のエンコーダは、例えば、情報の内容
に応じて互いに異なる方式及び／又はパラメータの電子透かし処理により、著作権保護制
御情報を原信号に重畳する。
【００１８】
　また、上記送信及び／又は記録装置において、上記第１のエンコーダは、例えば、著作
権保護制御情報の内の少なくとも複製不可情報を、他の著作権保護制御情報と異なる方式
及び／又はパラメータの電子透かし処理により原信号に重畳する。
【００１９】
　本発明は、互いに異なる方式又はパラメータの電子透かし処理により、複数の種類の著
作権情報を原信号に重畳するエンコーダと、上記エンコーダにより複数の種類の著作権情
報が重畳された原信号を、伝送媒体を介して送信し又は記録媒体に対して記録する送信又
は記録手段とを備える送信及び／又は記録装置であって、上記複数のエンコーダは、原信
号に著作権保護制御情報を重畳する第１のエンコーダと、原信号に著作権付加情報を重畳
する第２のエンコーダとからなることを特徴とする。
【００２０】
　本発明は、互いに異なる方式及び／又はパラメータの電子透かし処理により複数の種類
の著作権情報を重畳した原信号を、伝送媒体を介して受信し又は記録媒体から再生する受
信又は再生手段と、上記受信又は再生手段により受信又は再生した信号から、１つの著作
権情報を、この１つの著作権情報が重畳された方式及び／又はパラメータの電子透かし処
理に対応する処理により検出するデコーダとを備える受信及び／又は再生装置であって、
上記デコーダは、著作権保護制御情報を、この著作権保護制御情報が重畳された方式及び
／又はパラメータの電子透かし処理に対応する処理により検出することを特徴とする。こ
の受信及び／又は再生装置において、上記デコーダは、例えば、情報の内容に応じて互い
に異なる方式及び／又はパラメータの電子透かし処理により重畳された著作権保護制御情
報を、この著作権保護制御情報が重畳された方式及び／又はパラメータの電子透かし処理
に対応する処理により検出する。また、上記受信及び／又は再生装置において、上記デコ
ーダは、例えば、他の著作権保護制御情報と異なる方式及び／又はパラメータの電子透か
し処理により重畳された複製不可情報を、この複製不可情報が重畳された方式及び／又は
パラメータの電子透かし処理に対応する処理により検出する。
【００２１】
　本発明は、互いに異なる方式及び／又はパラメータの電子透かし処理により複数の種類
の著作権情報を重畳した原信号を、伝送媒体を介して受信し又は記録媒体から再生する受
信又は再生手段と、上記受信又は再生手段により受信又は再生した信号から、１つの著作
権情報を、この１つの著作権情報が重畳された方式及び／又はパラメータの電子透かし処
理に対応する処理により検出するデコーダとを備える受信及び／又は再生装置であって、
上記デコーダは、著作権付加情報を、この著作権付加情報が重畳された方式及び／又はパ
ラメータの電子透かし処理に対応する処理により検出することを特徴とする。
【００２２】
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　本発明は、互いに異なる方式及び／又はパラメータの電子透かし処理により複数の種類
の著作権情報を重畳した原信号を、伝送媒体を介して受信し又は記録媒体から再生する受
信又は再生手段と、上記受信又は再生手段により受信又は再生した信号から、１つの著作
権情報を、この１つの著作権情報が重畳された方式及び／又はパラメータの電子透かし処
理に対応する処理により検出するデコーダとを備える受信及び／又は再生装置であって、
上記デコーダは、著作権保護制御情報を、この著作権保護制御情報が重畳された方式及び
／又はパラメータの電子透かし処理に対応する処理により検出する第１のデコーダと、著
作権付加情報を、この著作権付加情報が重畳された方式及び／又はパラメータの電子透か
し処理に対応する処理により検出する第２のデコーダとからなることを特徴とする。
【００２３】
　本発明は、互いに異なる方式及び／又はパラメータの電子透かし処理により、複数の種
類の著作権情報を原信号に重畳する複数のエンコーダと、上記複数のエンコーダにより複
数の種類の著作権情報が重畳された原信号を、伝送媒体を介して送信し又は記録媒体に対
して記録する送信又は記録手段と、互いに異なる方式及び／又はパラメータの電子透かし
処理により複数の種類の著作権情報を重畳した原信号を、伝送媒体を介して受信し又は記
録媒体から再生する受信又は再生手段と、上記受信又は再生手段により受信又は再生した
信号から、１つの著作権情報を、この１つの著作権情報が重畳された方式及び／又はパラ
メータの電子透かし処理に対応する処理により検出するデコーダとを備える送受信／記録
再生装置であって、上記複数のエンコーダは、原信号に著作権保護制御情報を重畳する第
１のエンコーダと、原信号に著作権付加情報を重畳する第２のエンコーダとからなること
を特徴とする。この送受信／記録再生装置において、上記第１のエンコーダは、例えば、
情報の内容に応じて互いに異なる方式及び／又はパラメータの電子透かし処理により、著
作権保護制御情報を原信号に重畳する。また、上記送受信／記録再生装置において、上記
第１のエンコーダは、例えば、著作権保護制御情報の内の少なくとも複製不可情報を、他
の著作権保護制御情報と異なる方式及び／又はパラメータの電子透かし処理により原信号
に重畳する。
【００２４】
　本発明は、互いに異なる方式及び／又はパラメータの電子透かし処理により、複数の種
類の著作権情報を原信号に重畳する複数のエンコーダと、上記複数のエンコーダにより複
数の種類の著作権情報が重畳された原信号を、伝送媒体を介して送信し又は記録媒体に対
して記録する送信又は記録手段と、互いに異なる方式及び／又はパラメータの電子透かし
処理により複数の種類の著作権情報を重畳した原信号を、伝送媒体を介して受信し又は記
録媒体から再生する受信又は再生手段と、上記受信又は再生手段により受信又は再生した
信号から、１つの著作権情報を、この１つの著作権情報が重畳された方式及び／又はパラ
メータの電子透かし処理に対応する処理により検出するデコーダとを備える送受信／記録
再生装置であって、上記デコーダは、著作権保護制御情報を、この著作権保護制御情報が
重畳された方式及び／又はパラメータの電子透かし処理に対応する処理により検出する。
この送受信／記録再生装置において、上記デコーダは、例えば、情報の内容に応じて互い
に異なる方式及び／又はパラメータの電子透かし処理により重畳された著作権保護制御情
報を、この著作権保護制御情報が重畳された方式及び／又はパラメータの電子透かし処理
に対応する処理により検出する。また、上記送受信／記録再生装置において、上記デコー
ダは、例えば、他の著作権保護制御情報と異なる方式及び／又はパラメータの電子透かし
処理により重畳された複製不可情報を、この複製不可情報が重畳された方式及び／又はパ
ラメータの電子透かし処理に対応する処理により検出することを特徴とする。
【００２５】
　本発明は、互いに異なる方式及び／又はパラメータの電子透かし処理により、複数の種
類の著作権情報を原信号に重畳する複数のエンコーダと、上記複数のエンコーダにより複
数の種類の著作権情報が重畳された原信号を、伝送媒体を介して送信し又は記録媒体に対
して記録する送信又は記録手段と、互いに異なる方式及び／又はパラメータの電子透かし
処理により複数の種類の著作権情報を重畳した原信号を、伝送媒体を介して受信し又は記
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録媒体から再生する受信又は再生手段と、上記受信又は再生手段により受信又は再生した
信号から、１つの著作権情報を、この１つの著作権情報が重畳された方式及び／又はパラ
メータの電子透かし処理に対応する処理により検出するデコーダとを備える送受信／記録
再生装置であって、上記デコーダは、著作権付加情報を、この著作権付加情報が重畳され
た方式及び／又はパラメータの電子透かし処理に対応する処理により検出することを特徴
とする。
【００２６】
　本発明は、互いに異なる方式及び／又はパラメータの電子透かし処理により、複数の種
類の著作権情報を原信号に重畳する複数のエンコーダと、上記複数のエンコーダにより複
数の種類の著作権情報が重畳された原信号を、伝送媒体を介して送信し又は記録媒体に対
して記録する送信又は記録手段と、互いに異なる方式及び／又はパラメータの電子透かし
処理により複数の種類の著作権情報を重畳した原信号を、伝送媒体を介して受信し又は記
録媒体から再生する受信又は再生手段と、上記受信又は再生手段により受信又は再生した
信号から、１つの著作権情報を、この１つの著作権情報が重畳された方式及び／又はパラ
メータの電子透かし処理に対応する処理により検出するデコーダとを備える送受信／記録
再生装置であって、上記デコーダは、著作権保護制御情報を、この著作権保護制御情報が
重畳された方式及び／又はパラメータの電子透かし処理に対応する処理により検出する第
１のデコーダと、著作権付加情報を、この著作権付加情報が重畳された方式及び／又はパ
ラメータの電子透かし処理に対応する処理により検出する第２のデコーダとからなること
を特徴とする。
【００２７】
　本発明は、互いに異なる方式又はパラメータの電子透かし処理により、複数の種類の著
作権情報を原信号に重畳するエンコーダと、上記エンコーダにより複数の種類の著作権情
報が重畳された原信号を、伝送媒体を介して送信し又は記録媒体に対して記録する送信又
は記録手段と、互いに異なる方式又はパラメータの電子透かし処理により複数の種類の著
作権情報を重畳した原信号を、伝送媒体を介して受信し又は記録媒体から再生する受信又
は再生手段と、上記受信又は再生手段により受信又は再生した信号から、１つの著作権情
報を、この１つの著作権情報が重畳された方式又はパラメータの電子透かし処理に対応す
る処理により検出するデコーダとを備える送受信／記録再生装置であって、上記複数のエ
ンコーダは、原信号に著作権保護制御情報を重畳する第１のエンコーダと、原信号に著作
権付加情報を重畳する第２のエンコーダとからなることを特徴とする。
【００２８】
　本発明は、互いに異なる方式又はパラメータの電子透かし処理により、複数の種類の著
作権情報を原信号に重畳するエンコーダと、上記エンコーダにより複数の種類の著作権情
報が重畳された原信号を、伝送媒体を介して送信し又は記録媒体に対して記録する送信又
は記録手段と、互いに異なる方式又はパラメータの電子透かし処理により複数の種類の著
作権情報を重畳した原信号を、伝送媒体を介して受信し又は記録媒体から再生する受信又
は再生手段と、上記受信又は再生手段により受信又は再生した信号から、１つの著作権情
報を、この１つの著作権情報が重畳された方式又はパラメータの電子透かし処理に対応す
る処理により検出するデコーダとを備える送受信／記録再生装置であって、上記デコーダ
は、著作権保護制御情報を、この著作権保護制御情報が重畳された方式及び／又はパラメ
ータの電子透かし処理に対応する処理により検出することを特徴とする。
【００２９】
　本発明は、互いに異なる方式及び／又はパラメータの電子透かし処理により、複数の種
類の著作権情報を原信号に重畳する複数のエンコーダと、上記複数のエンコーダにより複
数の種類の著作権情報が重畳された原信号を、伝送媒体を介して送信する送信手段とを備
える送信装置と、上記送信装置から送信される複数の種類の著作権情報を重畳した原信号
を、伝送媒体を介して受信する受信手段と、上記受信手段により受信した信号から、１つ
の著作権情報を、この１つの著作権情報が重畳された方式及び／又はパラメータの電子透
かし処理に対応する処理により検出するデコーダとを備える受信装置とからなる送受信シ
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ステムであって、上記送信装置の複数のエンコーダは、原信号に著作権保護制御情報を重
畳する第１のエンコーダと、原信号に著作権付加情報を重畳する第２のエンコーダとを有
することを特徴とする。この送受信システムにおいて、上記第１のエンコーダは、例えば
、情報の内容に応じて互いに異なる方式及び／又はパラメータの電子透かし処理により、
著作権保護制御情報を原信号に重畳する。また、上記送受信システムにおいて、上記第１
のエンコーダは、例えば、上記第１のエンコーダは、著作権保護制御情報の内の少なくと
も複製不可情報を、他の著作権保護制御情報と異なる方式及び／又はパラメータの電子透
かし処理により原信号に重畳する。また、上記送受信システムにおいて、  上記受信装置
のデコーダは、例えば、著作権保護制御情報を、上記第１のエンコーダに対応する処理に
より検出する。また、上記送受信システムにおいて、  上記受信装置のデコーダは、例え
ば、情報の内容に応じて互いに異なる方式及び／又はパラメータの電子透かし処理により
重畳された著作権保護制御情報を、この著作権保護制御情報が重畳された方式及び／又は
パラメータの電子透かし処理に対応する処理により検出する。また、上記送受信システム
において、  上記受信装置のデコーダは、例えば、他の著作権保護制御情報と異なる方式
及び／又はパラメータの電子透かし処理により重畳された複製不可情報を、この複製不可
情報が重畳された方式及び／又はパラメータの電子透かし処理に対応する処理により検出
する。また、上記送受信システムにおいて、  上記受信装置のデコーダは、例えば、上記
受信装置のデコーダは、著作権付加情報を、上記第２のエンコーダに対応する処理により
検出する。さらに、上記送受信システムにおいて、上記受信装置のデコーダは、例えば、
著作権保護制御情報を、上記第１のエンコーダに対応する処理により検出する第１のデコ
ーダと、著作権付加情報を、上記第２のエンコーダに対応する処理により検出する第２の
デコーダとを有する。
【００３０】
　本発明は、互いに異なる方式又はパラメータの電子透かし処理により、複数の種類の著
作権情報を原信号に重畳するエンコーダと、上記エンコーダにより複数の種類の著作権情
報が重畳された原信号を、伝送媒体を介して送信する送信手段とを備える送信装置と、上
記送信装置から送信される複数の種類の著作権情報を重畳した原信号を、伝送媒体を介し
て受信する受信手段と、上記受信手段により受信した信号から、１つの著作権情報を、こ
の１つの著作権情報が重畳された方式及び／又はパラメータの電子透かし処理に対応する
処理により検出するデコーダとを備える受信装置とからなる送受信システムであって、上
記複数のエンコーダは、原信号に著作権保護制御情報を重畳する第１のエンコーダと、原
信号に著作権付加情報を重畳する第２のエンコーダとからなることを特徴とする。
【００３１】
　本発明は、互いに異なる方式又はパラメータの電子透かし処理により、複数の種類の著
作権情報を原信号に重畳するエンコーダと、上記エンコーダにより複数の種類の著作権情
報が重畳された原信号を、伝送媒体を介して送信する送信手段とを備える送信装置と、上
記送信装置から送信される複数の種類の著作権情報を重畳した原信号を、伝送媒体を介し
て受信する受信手段と、上記受信手段により受信した信号から、１つの著作権情報を、こ
の１つの著作権情報が重畳された方式及び／又はパラメータの電子透かし処理に対応する
処理により検出するデコーダとを備える受信装置とからなる送受信システムであって、上
記デコーダは、著作権保護制御情報を、この著作権保護制御情報が重畳された方式及び／
又はパラメータの電子透かし処理に対応する処理により検出することを特徴とする。
【００３２】
　本発明は、互いに異なる方式及び／又はパラメータの電子透かし処理により、複数の種
類の著作権情報を原信号に重畳し、複数の種類の著作権情報が重畳された原信号を、伝送
媒体を介して送信し又は記録媒体に対して記録する送信及び／又は記録方法であって、著
作権保護制御情報を原信号に重畳し、上記著作権保護制御情報と異なる方式及び／又はパ
ラメータにより、著作権付加情報を原信号に重畳することを特徴とする。この送信及び／
又は記録方法では、例えば、情報の内容に応じて互いに異なる方式及び／又はパラメータ
の電子透かし処理により、著作権保護制御情報を原信号に重畳する。また、上記送信及び
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／又は記録方法では、例えば、著作権保護制御情報の内の少なくとも複製不可情報を、他
の著作権保護制御情報と異なる方式及び／又はパラメータの電子透かし処理により原信号
に重畳する。
【００３３】
　本発明は、互いに異なる方式及び／又はパラメータの電子透かし処理により複数の種類
の著作権情報を重畳した原信号を、伝送媒体を介して受信し又は記録媒体から再生し、受
信又は再生した上記信号から、１つの著作権情報を、この１つの著作権情報が重畳された
方式及び／又はパラメータの電子透かし処理に対応する処理により検出する受信及び／又
は再生方法であって、著作権保護制御情報を、この著作権保護制御情報が重畳された方式
及び／又はパラメータの電子透かし処理に対応する処理により検出することを特徴とする
。この受信及び／又は再生方法では、例えば、情報の内容に応じて互いに異なる方式及び
／又はパラメータの電子透かし処理により重畳された著作権保護制御情報を、この著作権
保護制御情報が重畳された方式及び／又はパラメータの電子透かし処理に対応する処理に
より検出する。また、上記受信及び／又は再生方法では、例えば、他の著作権保護制御情
報と異なる方式及び／又はパラメータの電子透かし処理により重畳された複製不可情報を
、この複製不可情報が重畳された方式及び／又はパラメータの電子透かし処理に対応する
処理により検出する。
【００３４】
　本発明は、互いに異なる方式及び／又はパラメータの電子透かし処理により複数の種類
の著作権情報を重畳した原信号を、伝送媒体を介して受信し又は記録媒体から再生し、受
信又は再生した上記信号から、１つの著作権情報を、この１つの著作権情報が重畳された
方式及び／又はパラメータの電子透かし処理に対応する処理により検出する受信及び／又
は再生方法であって、著作権付加情報を、この著作権付加情報が重畳された方式及び／又
はパラメータの電子透かし処理に対応する処理により検出することを特徴とする。
【００３５】
　本発明は、互いに異なる方式及び／又はパラメータの電子透かし処理により複数の種類
の著作権情報を重畳した原信号を、伝送媒体を介して受信し又は記録媒体から再生し、受
信又は再生した上記信号から、１つの著作権情報を、この１つの著作権情報が重畳された
方式及び／又はパラメータの電子透かし処理に対応する処理により検出する受信及び／又
は再生方法であって、著作権保護制御情報を、この著作権保護制御情報が重畳された方式
及び／又はパラメータの電子透かし処理に対応する処理により検出し、著作権付加情報を
、この著作権付加情報が重畳された方式及び／又はパラメータの電子透かし処理に対応す
る処理により検出することを特徴とする。
【００３６】
　本発明は、互いに異なる方式及び／又はパラメータの電子透かし処理により複数の種類
の著作権情報を原信号に重畳し、複数の種類の著作権情報が重畳された上記原信号を、伝
送媒体を介して送信し、送信された複数の種類の著作権情報を重畳した原信号を、伝送媒
体を介して受信し、受信した上記信号から、１つの著作権情報を、この１つの著作権情報
が重畳された方式及び／又はパラメータの電子透かし処理に対応する処理により検出する
伝送方法であって、上記複数の種類の著作権情報として上記原信号に著作権保護制御情報
と著作権付加情報を重畳することを特徴とする。
【００３７】
　本発明は、互いに異なる方式及び／又はパラメータの電子透かし処理により、複数の種
類の著作権情報を重畳した原信号を記録した記録媒体であって、互いに異なる方式及び／
又はパラメータの電子透かし処理により、著作権保護制御情報と著作権付加情報を重畳し
た原信号を記録したことを特徴とする。
【００３８】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。
【００３９】
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まず、本発明を用いて生成され、記録媒体に記録し或いは伝送媒体を介して伝送される著
作権保護制御情報及び著作権付加情報が重畳された画像信号について説明する。
【００４０】
この画像信号には、著作権保護制御情報と著作権付加情報が、電子透かし処理を用いて重
畳されている。
【００４１】
電子透かし処理とは、上述した通り、音声データや画像データに存在する人間の知覚上の
重要でない部分、すなわち音楽や映像に対して冗長でない部分に、雑音として情報を埋め
込む処理である。この電子透かし処理を用いて、画像信号に所定の挿入波形を重畳する方
法の一例を、図１を用いて説明する。
【００４２】
画像信号は、図１（ａ）に示すように、１水平区間が、有効画面期間と水平ブランキング
期間に分割される。この画像信号は、図１には有効画面期間においてレベルが一定の信号
として示しているが、実際には内容に応じてレベルが変化する信号である。
【００４３】
挿入波形は、図１（ｂ）に示すように、有効画面期間の画像信号に同期した波形となって
いる。この挿入波形は、画像信号の有効画面期間をＡ領域とＢ領域の２つの領域に分割し
た際に、Ａ領域の部分が１となっており、Ｂ領域の部分が０となっている。
【００４４】
そして、図１（ａ）に示す画像信号と、図１（ｂ）に示す挿入波形とを合成したものが、
図１（ｃ）に示す挿入後の波形となり、このような合成処理を１画面分或いは複数画面分
行った信号が、電子透かし処理により挿入波形を重畳した画像信号となる。
【００４５】
続いて、このように電子透かし処理により挿入波形を重畳した画像信号から、この挿入波
形を検出する場合は、図１（ｃ）に示す挿入後の波形のＡ領域の信号からＢ領域の信号を
減算し、減算した信号を各水平区間毎に累積加算していく。このように累積加算をすると
、図１（ａ）に示す画像信号の成分は、挿入波形に対しランダムとなるため、０となって
いく。一方、挿入波形は、１と０とのデータがそれぞれ累積され、そのデータが浮き上が
ってくる。従って、この例で示した電子透かし処理によれば、挿入波形が既知であれば、
その波形が挿入されたか、又は、逆位相で挿入されたかを検出することができる。
【００４６】
なお、ここでは、電子透かし処理の例として最も簡単な例を示したが、この他にも、例え
ば、挿入波形の周波数を上げたり、また、波形を複雑にしたり、周期を固定して波形を変
形したりしてもよい。
【００４７】
また、ここでは、電子透かし処理の例として、画像信号の水平区間に対して挿入波形を重
畳する処理を示したが、画面に対して挿入波形を垂直方向に重畳する処理を行うことも可
能である。また、水平方向と垂直方向とは互いに相関がないので、それぞれ独立に異なる
挿入波形を水平方向と垂直方向とに重畳する処理を行うことも可能である。
【００４８】
次に、上述したような電子透かし処理を用いて、画像信号に、著作権保護制御情報及び著
作権付加情報を重畳する方法について説明する。
【００４９】
図２は、この画像信号に基づき表示される１つの画面を示している。
【００５０】
この図２に示しているように、画像信号に基づき表示される画像は、１つの画面が第１と
第２の２つのレイヤに空間が分割されている。
【００５１】
第１のレイヤは、著作権保護制御情報が電子透かし処理を用いて重畳される領域である。
この第１のレイヤは、さらに、２つの領域に分割され、この２つの領域に著作権保護制御
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情報となるビット１とビット２の２ビットの情報が重畳されている。
【００５２】
また、第２のレイヤは、著作権付加情報が電子透かし処理を用いて重畳される領域である
。この第２のレイヤは、例えば著作権付加情報が、２０ビット重畳されている。
【００５３】
具体的には、第１のレイヤには、１６０本の走査線が割り当てられ、第２のレイヤには、
８０本の走査線が割り当てられる。すなわち、第１のレイヤでは、１ビット当たり８０本
の走査線が割り当てられ、第２のレイヤでは１ビット当たり４本の走査線が割り当てられ
る。
【００５４】
以上のようにこの画像信号では、著作権保護制御情報と著作権付加情報とが別々の空間に
、重畳されている。すなわち、著作権保護制御情報と著作権付加情報は、それぞれ異なる
パラメータが用いられて、原信号に対してエンコードされている。
【００５５】
なお、著作権保護制御情報と著作権付加情報は、それぞれ異なるパラメータや方式の電子
透かし処理により、原信号に対して重畳されていれば、上述したように画面を空間上に分
割していなくてもよい。
【００５６】
例えば、著作権保護制御情報を画面に対して水平方向に重畳し、また、著作権付加情報を
垂直方向に重畳するようにしても良い。
【００５７】
また、画面を空間で分割すなわち時間軸方向で分割するのではなく、画面を周波数軸方向
で分割して、著作権保護制御情報と著作権付加情報とを原信号に重畳しても良い。例えば
、画面の低周波数成分に対して著作権保護制御情報を重畳し、高周波成分に対して著作権
付加情報を重畳するようにしてもよい。
【００５８】
また、例えばＣＤＭＡといわれる符号分割方式を用いて、著作権保護制御情報と著作権付
加情報とを分割して、原信号に重畳してもよい。この符号分割方式とは、所定の周波数の
疑似雑音（ＰＮ）符号に対し目的のデータを乗算し、この目的のデータをスペクトラム拡
散させる方式である。この符号分割方式によれば、乗算する疑似雑音符号を著作権保護制
御情報と著作権付加情報とで変えることによって、それぞれを分割することができる。
【００５９】
さらに、著作権保護制御情報を画面の高周波成分に重畳し、著作権付加情報をＣＤＭＡ方
式でスペクトラム拡散をして画面に重畳するといった、方式の異なる電子透かし処理によ
り分割をしてもよい。
【００６０】
以上のように、画像信号には、著作権保護制御情報と著作権付加情報がそれぞれ異なる方
式又はパラメータで重畳されている。
【００６１】
このことから、このように各著作権情報を重畳した画像信号では、著作権付加情報の転送
速度は上げずに、著作権保護制御情報のみの転送速度を上げるといったことが可能となる
。また、この画像信号では、重畳する著作権付加情報の情報量を多くしても、著作権保護
制御情報の情報量は変化しない。すなわち、この画像信号では、各著作権情報の重畳方式
の自由度が増加している。従って、この画像信号では、原信号の劣化を少なくしながら、
著作権情報の伝送の確実性を増すことができ、また、セキュリティを増すことができる。
【００６２】
さらに、著作権保護制御情報は、一般ユーザが使用する再生装置のデコーダにより、検出
され或いは書き換えられるものである。そのため、この著作権保護制御情報の重畳方式等
の標準化がされなければならず、また、デコーダが安価とならなければならない。また、
著作権付加情報は、例えばレコード会社やコンテンツ提供者が、使用するものである。そ
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のため、この著作権付加情報の重畳方式は統一化される必要はなく、デコーダが高価であ
ってもセキュリティが高いものが求められる。上述した各著作権情報を重畳した画像信号
によれば、著作権保護制御情報と著作権付加情報がそれぞれ異なる方式又はパラメータで
重畳されているため、以上の要求を満足することができる。
【００６３】
つぎに、上述した各著作権情報を電子透かし処理を用いて原信号に重畳して、各著作権情
報を記録媒体に記録し、また、伝送媒体を介して伝送するオーサリング装置、及び、この
オーサリング装置で記録或いは伝送をした信号を受信或いは再生する再生装置及びこの信
号を記録する記録装置について説明する。
【００６４】
図３に示すオーサリング装置１０は、原信号が格納されこの原信号を出力するマスタサー
バ１１と、著作権付加情報を原信号に重畳する第１のエンコーダ（ＥＮＣ－Ａ）１２と、
著作権保護制御情報を原信号に重畳する第２のエンコーダ（ＥＮＣ－Ｃ）１３と、著作権
保護制御情報及び著作権付加情報が重畳された原信号を圧縮する圧縮回路１４と、圧縮さ
れた原信号を所定のキーコードを用いてインターリーブやスクランブルをかけるエンクリ
プション回路１５と、インターリーブ等がされた原信号を伝送媒体に対して配信する送信
回路１６と、インターリーブ等がされた原信号を記録媒体に対して記録する記録回路１７
とを備えている。
【００６５】
マスタサーバ１１には、原信号となる音楽データや画像データが格納されている。マスタ
サーバ１１は、この原信号を第１のエンコーダ１２に供給する。
【００６６】
第１のエンコーダ１２は、マスタサーバ１１から読み出された音楽データや画像データ等
の原信号に、著作権付加情報を重畳する。この第１のエンコーダ１２は、上述した電子透
かし処理により、著作権付加情報を重畳する。この著作権付加情報は、原典を表すコード
、機器を表すコード、契約者を表すコード等である。
【００６７】
原典を表すコードは、所定の原典からコピーされたことを証明するコードである。このオ
ーサリング装置１０の場合では、原典を表すコードには、マスタサーバ１１からコピーさ
れたことが示されている。機器を表すコードは、送信先の機器を特定する為のコードであ
り、例えば、料金を支払ってデクリプションをするためのキーコード等を取得した機器な
どを特定する。このオーサリング装置１０の場合では、例えば、機器を表すコードには、
送信回路１６の送信先の機器が示されている。また、契約者を表すコードは、送信先のユ
ーザを特定するコードであり、例えば、料金を支払ってデクリプションをするためのキー
コード等を取得した契約者などを特定する。このオーサリング装置１０の場合には、例え
ば、契約者を表すコードには、送信回路１６の送信先の契約者が示されていたり、記録回
路１７により記録された記録媒体が提供される契約者等が示されていたりする。
【００６８】
第２のエンコーダ１３は、マスタサーバ１１から読み出された音楽データや画像データ等
の原信号に、著作権保護制御情報を重畳する。この第２のエンコーダ１３は、上述した電
子透かし処理により、著作権保護制御情報を重畳する。この著作権保護制御情報は、２ビ
ットの情報であり、この２ビットの情報によりコピー可能 COPY FREE）、１回だけコピー
可能（ COPY ONCE）、コピーの続行不可（ NO MORE COPY）、コピー不可（ NEVER COPY）を
表している。
【００６９】
著作権保護制御情報にコピー可能と示されている場合には、ユーザは、送信或いは記録さ
れた原信号を、他の記録媒体等へコピーすることが制限されない。著作権保護制御情報に
１回だけコピー可能と示されている場合には、ユーザは、送信され或いは記録した原信号
を、１回だけ他の記録媒体のコピーすることができる。そして、著作権保護制御情報に１
回だけコピーが可能であると示されている原信号を他の記録媒体のコピーした場合には、
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この著作権保護制御情報は、コピーの続行不可と書き換えられる。そのため、ユーザは、
１回だけコピーが可能であると示されている原信号を、他の記録媒体にコピーすることが
できない。著作権保護制御情報にコピー不可と示されている場合には、ユーザは、配信さ
れ或いは記録された原信号を、他の記録媒体にコピーすることができない。なお、このコ
ピー不可と示されている原信号は、送信されるか或いは読み出し専用の記録媒体により提
供される。
【００７０】
以上のような第１のエンコーダ１２と第２のエンコーダ１３は、著作権保護制御情報と著
作権付加情報とを、それぞれ異なる方式或いはパラメータによる電子透かし処理により原
信号に重畳する。この異なる方式或いはパラメータとは、上述したように、例えば、画像
信号の１画面を第１のレイヤと第２のレイヤとに空間分割することなどをいう。
【００７１】
そして、この著作権保護制御情報と著作権付加情報とが重畳された原信号は、圧縮回路１
４によりデータ圧縮され、エンクリプション回路１５によりインターリブ等をされた後に
、送信回路１６により配信され、あるいは、記録回路１７により記録媒体に記録される。
【００７２】
以上のように、オーサリング装置１０では、異なる方式及び／又はパラメータにより電子
透かし処理を行う２つのエンコーダを備えているため、著作権保護制御情報と著作権付加
情報とをそれぞれ独立に原信号に対して重畳することができる。
【００７３】
なお、このオーサリング装置１０において、著作権保護制御情報と著作権付加情報とを異
なる方式及び／又はパラメータで原信号に対して重畳するために、２つのエンコーダを用
いる場合を説明した。しかしながら、本発明においては、これらの著作権保護制御情報又
は著作権付加情報を重畳するために用いるエンコーダは、別回路のものでなく、例えば、
一部が共通になっていたり、回路構成は同一であるがパラメータの設定を異なるものにす
ることができるものを適用しても良い。
【００７４】
次に、上記オーサリング装置１０により提供される原信号を記録媒体に記録する記録装置
、及び、記録媒体から再生する再生装置について説明する。この記録装置及び再生装置は
、例えば、民生用の装置であり、各家庭や一般ユーザに使用される。
【００７５】
なお、以下、上述した著作権保護制御情報及び著作権付加情報が示す情報の内容毎に分け
てブロック構成図を示し、この記録装置及び再生装置について説明する。
【００７６】
図４に示す第１の記録装置２０は、上記オーサリング装置１０又はその他の機器から配信
された原信号を受信する受信回路２１と、上記オーサリング装置１０により記録され或い
はその他の機器により記録された記録媒体を再生する再生回路２２と、受信回路２１又は
再生回路２２により受信又は再生をした原信号をキーコード等を用いてデインターリーブ
やデスクランブルをするデクリプション回路２３と、デインターリーブ等をした原信号を
伸張する伸張回路２４と、伸張した原信号から著作権保護制御情報を検出して記録制御を
行うデコーダ（ＤＥＣ－Ｃ）２５と、再生した原信号を記録媒体に記録し、或いは、再生
した原信号を外部装置に出力する記録出力回路２６とを備えている。
【００７７】
デコーダ２５は、上述したオーサリング装置１０の第２のエンコーダ１３に対応する処理
を行う。このデコーダ２５は、受信或いは再生した原信号から、著作権保護制御情報とし
てコピー不可或いはコピー続行不可を検出した場合には、記録出力回路２６の記録動作又
は出力動作を禁止する。
【００７８】
従って、この第１の記録装置２０では、コピー不可或いはコピー続行不可の著作権保護制
御情報が原信号に重畳されていると、記録動作又は出力動作を禁止することができる。
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【００７９】
図５に示す第２の記録装置３０は、上記オーサリング装置１０又はその他の機器から配信
された原信号を受信する受信回路２１と、上記オーサリング装置１０により記録され或い
はその他の機器により記録された記録媒体を再生する再生回路２２と、受信回路２１又は
再生回路２２により受信又は再生をした原信号をキーコード等を用いてデインターリーブ
やデスクランブルをするデクリプション回路２３と、デインターリーブ等をした原信号を
伸張する伸張回路２４と、伸張した原信号から著作権保護制御情報を検出して記録制御を
行うデコーダ（ＤＥＣ－Ｃ）２５と、原信号に著作権保護制御情報を重畳するエンコーダ
（ＥＮＣ－Ｃ）２７と、再生した原信号を記録媒体に記録し、或いは、再生した原信号を
外部装置に出力する記録出力回路２６とを備えている。
【００８０】
デコーダ２５は、上述したオーサリング装置１０の第２のエンコーダ１３に対応する処理
を行う。このデコーダ２５は、受信或いは再生した原信号から、著作権保護制御情報とし
て１回だけコピーが可能であるという情報を検出した場合には、この検出情報をエンコー
ダ２７に供給する。
【００８１】
エンコーダ２７は、上述したオーサリング装置１０の第２のエンコーダ１３と同一の回路
である。上記デコーダ２５が１回だけコピーが可能であるという著作権保護制御情報を検
出すると、原信号に対して、コピー続行不可の情報を著作権保護制御情報として重畳する
。
【００８２】
従って、この第２の記録装置３０では、１回だけコピー可能である著作権保護制御情報が
原信号に重畳されていると、この原信号を他の記録媒体に記録する場合、コピー続行不可
という著作権保護制御情報を原信号に記録してコピーすることができる。
【００８３】
図６に示す再生装置４０は、上記オーサリング装置１０により記録され或いはその他の機
器により記録された記録媒体を再生する再生回路２２ａと、再生回路２２ａにより受信又
は再生をした原信号をキーコード等を用いてデインターリーブやデスクランブルをするデ
クリプション回路２３と、デインターリーブ等をした原信号を伸張する伸張回路２４と、
伸張した原信号から著作権保護制御情報を検出して記録制御を行うデコーダ（ＤＥＣ－Ｃ
）２５と、再生した原信号を記録媒体に記録し、或いは、再生した原信号を外部装置に出
力する出力回路２９とを備えている。
【００８４】
記録媒体を再生する再生回路２２ａは、再生する記録媒体が、読出し専用の媒体（ＲＯＭ
）であるか、記録可能な媒体（ＲＡＭ）であるかを判断し、制御情報として、出力回路２
９に供給する。
【００８５】
デコーダ２５は、上述したオーサリング装置１０の第２のエンコーダ１３に対応する処理
を行う。このデコーダ２５は、受信或いは再生した原信号から、著作権保護制御情報とし
てコピー不可であるという情報を検出した場合には、検出情報を出力回路２９に供給する
。
【００８６】
出力回路２９は、デコーダ２５がコピー不可であるという情報を検出し、かつ、再生して
いる記録媒体がＲＡＭである場合には、再生動作や出力動作を停止する。すなわち、記録
媒体がＲＡＭである場合は、著作権保護制御情報として記録されている情報が、コピー可
能、コピー続行不可しか考えられない。従って、コピー不可であるという著作権保護制御
情報がＲＡＭに記録されている場合には、不正コピーをした媒体であると考えられる。な
お、記録媒体がＲＯＭである場合には、記録されている原信号は、不正コピーされたもの
ではないため、出力の禁止の制御は行わない。
【００８７】
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従って、この再生装置４０では、再生する記録媒体がＲＡＭであって、この記録媒体の著
作権保護制御情報としてコピー不可が重畳されている場合には、再生或いは出力の動作を
停止することができる。
【００８８】
続いて、上記オーサリング装置１０により提供される原信号を記録した記録媒体やその原
信号を加工等して配信した信号を受信し、著作権付加情報を検出する検出装置について説
明する。
【００８９】
この検出装置は、例えば、レコード会社やコンテンツ提供者が使用するものであり、不当
にコピーされた原信号から著作権付加情報をトレースするために用いられる。
【００９０】
図７に示す検出装置５０は、例えば加工等がされた原信号が記憶されている機器から、信
号を受信する受信回路５１と、例えば加工等がされた原信号が記録されている記録媒体を
再生する再生回路５２と、受信回路５１又は再生回路５２により受信又は再生をした信号
をキーコード等を用いてデインターリーブやデスクランブルをするデクリプション回路５
３と、デインターリーブ等をした原信号を伸張する伸張回路５４と、伸張した原信号から
著作権付加情報を検出するデコーダ（ＤＥＣ－Ａ）５５とを備えている。
【００９１】
デコーダ５５は、上述したオーサリング装置１０の第１のエンコーダ１２に対応する処理
を行う。このデコーダ５５は、受信或いは再生した信号から、著作権付加情報である、例
えば、原典を表すコード、機器を表すコード、契約者を表すコード等を検出する。
【００９２】
従って、検出装置５０では、著作権付加情報を検出することができる。
【００９３】
以上のように、オーサリング装置１０、第１の記録装置２０、第２の記録装置３０、再生
装置４０、検出装置５０等では、著作権保護制御情報及び著作権付加情報に対応する２種
類のデコーダ及びエンコーダにより、著作権保護制御情報及び著作権付加情報の重畳或い
は検出を行っている。このことから、これらの各装置では、著作権保護制御情報及び著作
権付加情報の重畳の方式の自由度を増加させることができる。すなわち、これら各装置に
よれば、著作権保護制御情報と、著作権付加情報との冗長度を、異なるものとすることが
できる。そのため、原信号の劣化を少なくしながら、著作権保護制御情報の転送速度を増
加させることができ、また、著作権付加情報の情報量を増加させることができる。従って
、原信号の劣化を少なくしつつ、著作権情報の伝送の確実性を増すことができ、また、セ
キュリティを増すことができる。
【００９４】
さらに、これら各装置によれば、一般ユーザが使用するデコーダの構成を、簡易化し、ま
た、安価にすることができる。すなわち、これら各装置では、民生用として提供される受
信及び／又は再生装置に用いられる著作権保護制御情報のデコーダを、簡易な構成とし、
また、安価にすることができる。また、これら各装置によれば、原信号の著作権者や提供
者が、検出するための著作権情報を、ユーザに対して統一した重畳方式で送信又は記録を
しなくてもよい。そのため、例えば、著作権付加情報のセキュリティを増加させることが
できる。
【００９５】
ところで、以上説明したように著作権保護制御情報は、記録媒体上に記録され或いは伝送
される画像データ等が、コピー可能であるか、１回だけコピー可能であるか、コピーの続
行が不可であるか、コピーが不可であるかを表している。ここで、この著作権保護制御情
報に１回だけコピーが可能であるという情報が示されている場合は、ユーザ側で用いられ
る記録装置により、デコードした後にこの著作権保護制御情報をコピー続行不可と変更し
て原信号に重畳し直さなければならない。しかしながら、この著作権保護制御情報にコピ
ー不可という情報が示されている場合は、ユーザ側で用いられる記録装置でデコードした
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後、再エンコードをする必要がない。
【００９６】
従って、このコピー不可の情報を、他の著作権保護制御情報とは異なる方式又はパラメー
タでエンコードして、さらに、原信号の劣化を少なくすることが望ましい。また、著作権
者やコンテンツの提供者は、著作権保護制御情報としてコピー不可を重畳する場合が多い
。
【００９７】
このようなことに鑑み本発明では、著作権保護制御情報と著作権不可情報とを互いに異な
る方式及び／又はパラメータの電子透かし処理により原信号に重畳するとともに、著作権
保護制御情報の内、少なくともコピー不可の情報に関してさらに異なる方式及び／又はパ
ラメータの電子透かし処理により原信号に重畳を行っている。
【００９８】
以下、具体的に本発明を適用した実施の形態として、オーサリング装置及び記録装置につ
いて図８及び図９を参照して説明する。なお、図８に示すオーサリング装置６０及び図９
に示す記録装置７０を説明するにあたり、上述した実施の形態のオーサリング装置１０及
び記録装置３０と同一の構成については、同一の符号を図面につけて、その詳細な説明を
省略する。
【００９９】
図８に示すオーサリング装置６０は、原信号が格納されこの原信号を出力するマスタサー
バ１１と、著作権付加情報を原信号に重畳する第１のエンコーダ（ＥＮＣ－Ａ）１２と、
著作権保護制御情報を原信号に重畳する第２のエンコーダ（ＥＮＣ－Ｃ）１３と、著作権
保護制御情報の内のコピー不可情報を原信号に重畳する第３のエンコーダ（ＥＮＣ－Ｃ′
）６１と、著作権保護制御情報及び著作権付加情報が重畳された原信号を圧縮する圧縮回
路１４と、圧縮された原信号を所定のキーコードを用いてインターリーブやスクランブル
をかけるエンクリプション回路１５と、インターリーブ等がされた原信号を伝送媒体に対
して配信する送信回路１６と、インターリーブ等がされた原信号を記録媒体に対して記録
する記録回路１７とを備えている。
【０１００】
第１のエンコーダ１２は、マスタサーバ１１から読み出された音楽データや画像データ等
の原信号に、著作権付加情報を重畳する。この第１のエンコーダ１２は、上述した電子透
かし処理により、著作権付加情報を重畳する。この著作権付加情報は、原典を表すコード
、機器を表すコード、契約者を表すコード等である。
【０１０１】
第２のエンコーダ１３は、マスタサーバ１１から読み出された音楽データや画像データ等
の原信号に、著作権保護制御情報を重畳する。この第２のエンコーダ１３は、上述した電
子透かし処理により、著作権保護制御情報を重畳する。この著作権保護制御情報は、コピ
ー可能（ COPY FREE）、１回だけコピー可能（ COPY ONCE）、コピーの続行不可（ NO MORE 
COPY）を表している。
【０１０２】
第３のエンコーダ６１は、提供する音楽データや画像データ等の原信号の複製を禁止する
場合に、原信号にコピー不可（ NEVER COPY）情報を重畳する。
【０１０３】
このような第１のエンコーダ１２と第２のエンコーダ１３と第３のエンコーダ６１は、著
作権保護制御情報と著作権付加情報とコピー不可情報とを、それぞれ異なる方式或いはパ
ラメータによる電子透かし処理により原信号に重畳する。
【０１０４】
さらに、このオーサリング装置６０では、第２のエンコーダ１３と第３のエンコーダ６１
とが、重畳する著作権保護制御情報の内容に応じて選択的に用いられる。すなわち、この
オーサリング装置６０では、原信号に重畳する著作権保護制御情報が、コピー可能又は１
回だけコピー可能である場合は、第２のエンコーダ１２を用いてエンコードを行い、コピ

10

20

30

40

50

(20) JP 3775016 B2 2006.5.17



ー不可である場合は、第３のエンコーダ６１を用いてエンコードを行う。
【０１０５】
以上のように、オーサリング装置６０では、著作権保護制御情報と著作権付加情報とをそ
れぞれ独立に原信号に対して重畳することができるとともに、著作権保護制御情報がコピ
ー不可を示す場合は、他の場合と異なる方式又はパラメータの電子透かし処理により重畳
を行うことができる。
【０１０６】
　図９に示す記録装置 は、上記オーサリング装置６０又はその他の機器から配信され
た原信号を受信する受信回路２１と、上記オーサリング装置６０により記録され或いはそ
の他の機器により記録された記録媒体を再生する再生回路２２と、受信回路２１又は再生
回路２２により受信又は再生をした原信号をキーコード等を用いてデインターリーブやデ
スクランブルをするデクリプション回路２３と、デインターリーブ等をした原信号を伸張
する伸張回路２４と、伸張した原信号からコピー不可情報を検出して記録制御を行うデコ
ーダ（ＤＥＣ－Ｃ′）７１と、伸張した原信号から著作権保護制御情報を検出して記録制
御を行うデコーダ（ＤＥＣ－Ｃ）２５と、原信号に著作権保護制御情報を重畳するエンコ
ーダ（ＥＮＣ－Ｃ）２７と、再生した原信号を記録媒体に記録し、或いは、再生した原信
号を外部装置に出力する記録出力回路２６とを備えている。
【０１０７】
デコーダ７１は、上述したオーサリング装置６０の第３のエンコーダ６１に対応する処理
を行う。このデコーダ７１は、受信或いは再生した原信号から、コピー不可の情報を検出
した場合には、記録出力回路２６の記録動作又は出力動作を禁止する。
【０１０８】
デコーダ２５は、上述したオーサリング装置６０の第２のエンコーダ１３に対応する処理
を行う。このデコーダ２５は、受信或いは再生した原信号から、著作権保護制御情報とし
て１回だけコピーが可能であるという情報を検出した場合には、この検出情報をエンコー
ダ２７に供給する。
【０１０９】
エンコーダ２７は、上述したオーサリング装置１０の第２のエンコーダ１３と同一の回路
である。上記デコーダ２５が１回だけコピーが可能であるという著作権保護制御情報を検
出すると、原信号に対して、コピー続行不可の情報を著作権保護制御情報として重畳する
。
【０１１０】
従って、この記録装置７０では、１回だけコピー可能である著作権保護制御情報が原信号
に重畳されていると、この原信号を他の記録媒体に記録する場合、コピー続行不可という
著作権保護制御情報を原信号に記録してコピーすることができ、また、この著作権保護制
御情報と異なるパラメータ等で重畳されているコピー不可の情報を検出すると、記録又は
出力動作を禁止することができる。
【０１１１】
以上のように、オーサリング装置６０及び記録装置７０では、著作権保護制御情報の内、
コピー不可の情報に関しては、異なる方式又はパラメータの電子透かし処理により原信号
に重畳を行っている。このことから、このコピー不可の情報をユーザ側で再エンコードす
る必要がなくなるため、簡単にデコードさえできれば、複雑なエンコード処理を行っても
良い。従って、コピー不可の情報を、原信号のスペクトラムの検出等を行い視覚的又は聴
覚的にさらに目だちにくい位置や時間に重畳することができる。さらに、複雑な処理を行
うためにエンコーダが高価となっても、ユーザに供給する記録装置は高価にはならない。
【０１１２】
【発明の効果】
本発明に係る送信及び／又は記録装置、受信及び／又は再生装置、送受信／記録再生装置
、送受信システム、送信及び／又は記録方法、受信及び／又は再生方法、伝送方法、並び
に、記録媒体によれば、複数の著作権情報を、それぞれ異なるデコーダ又はエンコーダに
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より、重畳或いは検出する。
【０１１３】
　そのため、本発明では、各著作権情報毎の重畳或いは検出方式の自由度を増加させるこ
とができる。すなわち、本発明では、例えば、著作権保護制御情報と、著作権付加情報と
の冗長度を、異なるものとすることができる。そのため、本発明によれば、原信号の劣化
を少なくしながら、著作権保護制御情報

ことができる。従って、本発明によれば、原信号の劣化を少なくしつつ、著
作権情報の伝送の確実性を増すことができ、さらに、セキュリティを増すことができる。
【０１１４】
さらに、本発明によれば、一般ユーザが使用するデコーダの構成を、簡易化し、また、安
価にすることができる。すなわち、本発明によれば、民生用として提供される受信及び／
又は再生装置に用いられる著作権保護制御情報のデコーダを、簡易な構成とし、また、安
価にすることができる。さらに、本発明によれば、原信号の著作権者や提供者が、検出す
るための著作権情報を、ユーザに対して統一した重畳方式で送信又は記録をしなくてもよ
い。そのため、本発明によれば、例えば、著作権付加情報のセキュリティを増加させるこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】電子透かし処理について説明するための図である。
【図２】画像信号に電子透かし処理を用いて著作権情報を重畳する方法を説明するための
図である。
【図３】本発明の実施の形態のオーサリング装置のブロック構成図である。
【図４】本発明の実施の形態の記録装置のブロック構成図である。
【図５】本発明の実施の形態の記録装置のブロック構成図である。
【図６】本発明の実施の形態の再生装置のブロック構成図である。
【図７】本発明の実施の形態の著作権付加情報の検出装置のブロック構成図である。
【図８】本発明の実施の形態のオーサリング装置のブロック構成図である。
【図９】本発明の実施の形態の記録装置のブロック構成図である。
【符号の説明】
１０，６０　オーサリング装置、１２　第１のエンコーダ、１３　第２のエンコーダ、１
６　送信回路、１７　記録回路、２０，３０，７０　記録装置、２５，２９　デコーダ、
２７，エンコーダ、４０　再生装置、５０　検出装置
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及び著作権付加情報の大きな情報量を、時間をか
けて伝送する



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

(25) JP 3775016 B2 2006.5.17



フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
                        Ｈ０４ＮＨ０４ＮＨ０４ＮＨ０４ＮＨ０４ＮＨ０４ＮＨ０４ＮＨ０４Ｎ   7/081    (2006.01)   7/081    (2006.01)   7/081    (2006.01)   7/081    (2006.01)   7/081    (2006.01)   7/081    (2006.01)   7/081    (2006.01)   7/081    (2006.01)           　　　　           　　　　          　　　　　

(56)参考文献  特開平１１－０５５６３９（ＪＰ，Ａ）
              特開平１１－０４１４４５（ＪＰ，Ａ）
              特開平０６－３３９１１０（ＪＰ，Ａ）
              特開平１１－１４６３４２（ＪＰ，Ａ）
              特開平０７－１２３２４３（ＪＰ，Ａ）
              特開平１１－００４３３７（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              H04N  1/387
              H04N  7/08

(26) JP 3775016 B2 2006.5.17


	bibliographic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

